
学校だより ２７年度 第 ４６号

№１７９

桜水だより 平成２７年１２月１５日

須賀川市立第一小学校 5７５－２８５１

ふるさと須賀川の一日
１２月５日は午前中に地域開放の授業参観、午後はコンサートを行

いました。

① ５年生は「学校の歴史を調べよう」として、総合学習で進めてき

た成果を発表しました。学校のうつりかわり、生活の変化、震災、

昔の給食など、班でテーマを定め追求した成果の発表会でした。

② ６年生は、「須賀川の偉人を調べよう」として、偉人(円谷幸吉､

円谷英二､亜欧堂田善､市原多代女など）を５年生と同じように班で定め追求した成果

の発表会でした。

どちらの学年も知る古会の皆さんの支援を受けて学習してきました。また当日も発

表の様子をご覧いただきました。５，６年とも大変良くできたとのおほめの言葉をい

ただきました。

③ 桜水だより№１７７のように午後、「ＮＡＯＴＯアコースティックライブ」を行い

ました。ＮＡＯＴＯさんは、予定を大きく越えて、９曲演奏してくださいました。

４曲目は、本校に贈ってくださいました応援ソング「希望の歌～カワセミのよう

に～」でした。

そして、６曲目は「想」（おもい）「想」（おもい）「想」（おもい）「想」（おもい）でした。この曲､「想」は須賀

川市の復興を願ってＮＡＯＴＯさんが作曲されたもので、いわば「須

賀川市への応援ソング」でもあります。

午前、午後とも、ふるさと須賀川にちなんだ学習や鑑賞がふんだんにありました。

福島県からのお知らせです福島県からのお知らせです福島県からのお知らせです福島県からのお知らせです どなたでも応募できますどなたでも応募できますどなたでも応募できますどなたでも応募できます

福島県企画調整部より「東日本大震災の体験談と復興への想いをお寄せください」福島県企画調整部より「東日本大震災の体験談と復興への想いをお寄せください」福島県企画調整部より「東日本大震災の体験談と復興への想いをお寄せください」福島県企画調整部より「東日本大震災の体験談と復興への想いをお寄せください」

福島県では、平成２８年３月１１日に、東日本大震災当時を振り返り、現在の復興の状況を

見つめながら、未来に向けたメッセージを知事から発することとしています。

この「知事メッセージ」に、皆さんの震災にまつわる体験や今の状況、今後進むべき未来な

ど復興への想いを盛り込み、現在及び将来にわたる多くの方々と想いを共有してまいりたいと

考えています。

４００字以内で募集しているとのことです。締め切りは平成２８年１月１３日（水）

です。詳しいことは、県のホームページ（サイト内検索 体験談 検索）をご覧に

なるか、県の企画調整部０２４－５２１－８０１４にお問い合わせください。

なお、本校にも要項がありコピーを差し上げることができます。


